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生物統計学に関係のみなさま







国立保健医療科学院技術評価部

生物統計分野責任者　山岡和枝

国立保健医療科学院・生物統計分野の教育に関するアンケートのお願い
拝啓　炎熱の候、ますますご発展のほどお喜び申し上げます。
　私ども国立保健医療科学院では平成16年より専門課程Ⅱ生物統計分野が開設され、今年度で6年目を迎えております。専門課程Ⅱ生物統計分野は大学院修士相当の1～3年の課程として開講され、臨床試験、疫学研究を中心としながら、より広範囲な医学分野の調査研究分野においても指導的立場で活躍できる人材の養成を目指しております。内容も数理統計学に重点を置き、臨床試験等に係わる実用的な生物統計学の高度な教育を目指したものとなっており、日本を代表する多くの外部講師の先生方に直接講義を行って頂いております。
　このたび、今後の教育のあり方を検討するにあたりまして、生物統計学に関係の深い方々から広くご意見を伺いたいと思い、アンケートを実施させていただくことになりました。皆様にはお忙しいところお手数をおかけしますが、何卒ご理解の上、率直なご意見をお寄せ頂きますようご協力のほどよろしくお願いいたします。
末筆ながら、暑熱耐え難きこの頃、くれぐれもご自愛ください。　　　     　　　敬具

国立保健医療科学院ホームページ：　　http://www.niph.go.jp/
技術評価部ホームページ：　http://www.niph.go.jp/soshiki/gijutsu/index_j.html
生物統計分野ホームページ：　　http://www.niph.go.jp/soshiki/gijutsu/bst/index.html
急なお願いで大変恐縮ですが、8月1日までにFAX、e-mail、郵送のいずれかでご返送いただけますようお願い申し上げます。

　FAX：　048-469-3875

　e-mail： biostat@niph.go.jp
　郵送：　〒351-0197 埼玉県和光市南２－３－６　

国立保健医療科学院 技術評価部　　山岡和枝　宛

なお、本アンケートのwordファイル（docファイル）は技術評価部WEBページ（http://www.niph.go.jp/soshiki/gijutsu/index_j.html）よりダウンロードできます。ご都合のよい形式でご回答いただければ幸いです。また、本アンケートに関するお問い合わせは上記e-mailまたは電話048-458-6223までお願いいたします。

国立保健医療科学院生物統計分野の教育に関するアンケート
　◎各項目の当てはまるものを○で囲んでください。

【１】本専門課程Ⅱ生物統計分野をご存知ですか。
①　知っている
　　②　名前を聞いたことがある程度　　　　③　知らなかった

【２】本専門課程Ⅱ生物統計分野についてどのようなイメージをお持ちですか。自由に記載ください。
 

【３】本専門課程Ⅱ生物統計分野の受講生、修了生をご存知ですか。
①　身近にいる　
　②　学会等の発表者等として見たことがある　
③　知らない

【４】本専門課程Ⅱ生物統計分野では、生物統計学において国際的なレベルでの議論などができる人材を育成するため「既存のソフトに組み込まれていないような高度な（新しい）統計手法の理論を理解し、それを利用した調査研究を行えるようなレベルの人材育成」を目標としております。そのため、数理統計学の理論に基づいた内容が中心の教育プログラムになっております。このようなレベルの教育は今後必要だと思いますか。
　　　①　必要である
　　　②　このレベルまでは必要がない
　　　③　わからない

【５】日本において本専門課程Ⅱ生物統計分野以外の機関での上記のようなレベルの生物統計学研修、教育をご存知ですか。
　①　知っている（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　②　知らない

【６】このような生物統計学の教育を国立保健医療科学院（国）で行う必要はあると思いますか。

　　　①　必要である　　　　　　　　②　必要はない
　　　　　　　　③　わからない


【７】本専門課程Ⅱ生物統計分野を受講する、もしくは他人に勧めるにあたって懸念される点はありますか。

　－　講義内容が難しそう　　　　　  （①ある　  　②ない　   ③どちらともいえない）
　－　入試問題が難しそう　　　　　  （①ある　　  ②ない　 　③どちらともいえない）

　－　講義スケジュール（期間や日程など）の都合がつかない　

（①ある　　②ない　 　③どちらともいえない）
①と回答された方にお尋ねします。具体的に問題となるのはどの点でしょうか。

　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　－　学位が取得できない　　　　　  （①ある　　　②ない　 　③どちらともいえない）

　－　その他

　
【８】現在、国立保健医療科学院では本専門課程Ⅱ生物統計分野とあわせて、次の２つの教育を行っています。

(ⅰ) 『臨床試験に係わる臨床医向け生物統計学研修』：臨床試験を実施するのに最も必要となる臨床試験実施計画書を適切に作成できる医師・歯科医師の育成を目的とした1カ月のコース

(ⅱ) 『遠隔教育・生物統計学』：既存の統計手法から適切な手法を選択して最適な統計解析、結果の解釈ができる人材育成を目的とした初学者～実務家向けのインターネットによる3カ月のコース

このような生物統計学研修は必要だと思いますか。また、これらのコースを含め、今後どのような生物統計学の教育（内容、対象、レベル、期間、など）を期待しますか。

【９】その他、ご意見等ありましたら、ご記入をお願いいたします。


このたびは、お忙しい中ご協力いただき誠にありがとうございました。皆様のご意見を参考にさせていただきながら、わが国の生物統計学のレベルアップを目指し、よりよい教育ができるよう努力していきたいと思います。今後とも何卒よろしくお願いいたします。

◎差し支えなければ，御所属・御名前のご記入をお願いいたします。
　　御所属　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御名前　　　　　　　　　　　　　　　
（理由）











①必要　　②不要


期待する教育：








